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神
亀
元
年（
七
二
四
）、
多
賀
城
は
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍
大
野
東
人
に
よ
っ
て
置
か
れ
た
。
こ
の
由
緒
を
記
す
多
賀
城
碑
は
江
戸
時
代
の

発
見
以
来
の
「
壺
の
い
し
ぶ
み
」
へ
の
比
定
や
偽
作
説
を
経
て
、
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）に
始
ま
る
多
賀
城
跡
の
考
古
学
的
発
掘
調

査
と
、
そ
の
後
の
多
方
面
か
ら
の
検
証
に
よ
っ
て
信
憑
性
が
確
保
さ
れ
、
昭
和
四
十
一
年
に
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
史
跡
に
続
き
、
平

成
十
年（
一
九
九
八
）に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
、
創
建
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
た
令
和
六
年（
二
〇
二
四
）に
国
宝
に
昇
格
し
た
。

多賀城碑（由緒部分）
（東北歴史博物館提供）



4

序

　

東
北
古
代
史
の
研
究
に
お
い
て
陸
奥
国
府
兼
鎮
守
府
の
多
賀
城
は
不
可
欠
の
城
柵
で
あ
り
、
古
く
か
ら
多
く
の
研
究
者
に
論
及
さ
れ
、

発
掘
調
査
と
併
せ
て
現
在
も
研
究
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
論
集
も
創
建
一
三
〇
〇
年
を
機
会
と
し
て
東
北
古
代
史
に
係
わ
る
研

究
者
が
つ
ど
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
地
か
ら
多
賀
城
の
創
建
や
そ
の
前
後
の
展
開
な
ど
を
論
じ
、
多
賀
城
創
建
の
歴
史
的
意
義
を
問
う
一
書

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
構
成
は
二
部
構
成
を
と
り
、
主
に
第
Ⅰ
部
に
は
多
賀
城
の
成
立
過
程
に
係
わ
る
論
稿
六
篇
、 

第
Ⅱ
部
に
は
創
建
前

後
の
歴
史
的
展
開
を
内
容
と
す
る
論
考
五
篇
を
収
録
し
た
。

　

各
論
考
の
紹
介
に
先
立
ち
、
ま
ず
近
年
の
多
賀
城
創
建
期（
第
Ⅰ
期
）の
発
掘
調
査
成
果
等
に
つ
い
て
素
描
し
て
お
き
た
い
。
多
賀
城
跡

の
調
査
は
昭
和
四
十
四
年
以
後
は
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
が
実
施
し
、
創
建
一
三
〇
〇
年
の
令
和
六
年
度
に
は
奇
遇
に
も
第
一
〇

〇
次
を
数
え
る
。
こ
れ
も
ま
た
節
目
と
な
る
次
数
で
あ
り
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
調
査
で
多
く
の
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
新
世

紀
に
入
っ
た
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
は
、
初
期
の
調
査
成
果
の
も
と
に
史
跡
整
備
さ
れ
た
政
庁
跡
の
老
朽
化
に
よ
る
再
整
備
と
創
建
一
三
〇

〇
年
を
見
据
え
た
政
庁
南
面
地
区
の
整
備
に
先
立
ち
、
再
調
査
を
含
む
政
庁
お
よ
び
政
庁
南
面
地
区
が
集
中
的
に
調
査
さ
れ
、
従
来
の
姿

を
一
新
す
る
ほ
ど
の
成
果
が
顕
れ
て
い
る
。
藤
原
朝
獦
が
完
成
さ
せ
た
第
Ⅱ
期
に
関
す
る
も
の
が
目
立
つ
が
、
創
建
期
の
第
Ⅰ
期
で
も
重

要
な
成
果
が
多
い
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
郭
南
門
と
南
辺
が
第
Ⅱ
期
以
降
よ
り
も
約
一
二
〇
㍍
北
側
に
あ
り
、
そ
の
区
画
施
設
も

材
木
塀
と
築
地
塀
の
混
在
が
判
明
し
た
こ
と
で
、
第
Ⅱ
期
に
南
門
を
南
の
小
丘
に
移
し
、
南
辺
全
体
を
移
転
し
て
す
べ
て
を
築
地
塀
に
し

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
移
転
と
築
地
塀
へ
の
統
一
、
南
門
・
南
辺
の
礎
石
式
瓦
葺
き
化
に
よ
っ
て
壮
麗
で
威
容
の
あ
る
外
観

が
備
わ
る
が
、
逆
に
第
Ⅰ
期
は
や
や
格
式
が
低
く
、
荒
々
し
い
相
貌
だ
っ
た
の
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
体
の
平
面
プ
ラ
ン
も
第
Ⅰ
期
に

つ
い
て
は
従
来
と
は
別
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
再
調
査
さ
れ
た
政
庁
跡
で
は
、
第
Ⅰ
期
正
殿
の
梁
間
が
変
更
さ
れ
、
桁
行
五
間
、
梁
間
四
間
の
南
廂
付
建
物
で
あ
る
こ
と
、
基

壇
が
地
山
削
出
し
の
壇
の
南
側
に
盛
土
を
加
え
た
も
の
で
、
南
側
に
化
粧
を
施
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
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多賀城跡と第Ⅰ期政庁
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ま
た
、
政
庁
造
成
時
の
第
一
次
整
地
層
の
南
・
西
端
を
押
さ
え
る
石
垣
が
見
つ
か
り
、
政
庁
域（
造
成
範
囲
）の
南
・
西
辺
の
位
置
が
確
定

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
政
庁
お
よ
び
政
庁
域
の
プ
ラ
ン
・
規
模
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
か
に
、
地
形
に
沿
っ
て
東
に
湾
曲
す
る
と

さ
れ
て
い
た
政
庁
南
大
路
が
外
郭
南
門
外
を
含
め
て
直
線
道
路
で
あ
る
こ
と
や
、
外
郭
北
辺
で
第
Ⅰ
期
に
遡
る
可
能
性
の
あ
る
築
地
塀
の

存
在
な
ど
が
判
明
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
成
果
に
関
す
る
報
告
書
は
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
併
行
し
て
木
簡
、
施
釉
陶
磁
器
の
資
料
集
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
特
に

木
簡
の
資
料
集
で
は
、
創
建
時
の
城
外
南
道
路
の
暗
渠
裏
込
め
か
ら
出
土
し
た
多
量
の
木
簡
の
年
代
が
、
神
亀
元
年
四
月
派
遣
の
征
討
使

の
記
載
か
ら
神
亀
元
年
頃
、
道
路
の
着
工
が
神
亀
元
年
四
月
〜
同
二
年
末
頃
と
さ
れ
た
。
創
建
時
の
道
路
造
成
土
と
一
連
の
裏
込
め
で
の

出
土
と
多
賀
城
碑
に
み
え
る
創
建
年
代
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
な
お
、
こ
れ
ら
木
簡
と
漆
紙
文
書
、
施
釉
陶
器

を
は
じ
め
と
し
た
多
賀
城
跡
出
土
重
要
考
古
遺
物
は
、
令
和
四
〜
六
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
で
は
多
賀
城
と
関
連
す
る
遺
跡
の
発
掘
調
査
も
進
め
て
お
り
、
平
成
十
四
年
度（
二
〇
〇
二
）か
ら

創
建
瓦
を
焼
成
し
た
大
崎
地
方
の
窯
跡
群
が
調
査
さ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
復
興
調
査
支
援
で
十
年
ほ
ど
休
止
を
挟
ん
だ
が
、
木

戸
窯
跡
群
、
日
の
出
山
窯
跡
群
、
大
吉
山
瓦
窯
跡
の
様
相
と
創
建
期
の
瓦
生
産
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
ご
く
最
近
の
大
吉
山

瓦
窯
跡
の
調
査
で
は
福
島
県
浜
通
り
北
半
の
製
鉄
遺
跡
群
の
も
の
と
類
似
す
る
木
炭
窯
や
、
瓦
窯
か
ら
木
炭
窯
へ
の
転
用
例
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
城
柵
造
営
時
の
生
産
体
制
や
後
方
支
援
の
あ
り
方
を
み
る
う
え
で
貴
重
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
発
掘
調
査

と
報
告
書
・
資
料
集
の
刊
行
は
貴
重
な
資
料
の
蓄
積
で
あ
り
、
本
書
の
論
稿
に
も
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
と
は
別
に
近
年
の
多
賀
城
創
建
に
係
わ
る
研
究
は
、
二
十
一
世
紀
初
め
前
後
に
提
起
さ
れ
た
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
後

に
お
け
る
陸
奥
国
の
再
編
、
新
し
い
支
配
体
制
の
構
築
の
な
か
で
捉
え
る
見
方
を
潮
流
と
し
て
詳
細
が
深
め
ら
れ
、
そ
の
前
史
と
し
て
囲

郭
施
設
を
持
つ
集
落
を
視
野
に
入
れ
た
城
柵
の
成
立
を
考
え
る
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
各
論
稿
の
紹
介
に
移
ろ
う
。
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第
Ⅰ
部
、
藤
沢
敦
「
郡
山
遺
跡
・
囲
郭
集
落
体
制
と
多
賀
城
・
城
柵
体
制
」
は
、
六
世
紀
末
以
降
に
お
け
る
東
北
地
方
の
地
域
社
会
の

動
向
を
丹
念
に
跡
づ
け
な
が
ら
、
七
世
紀
半
ば
以
降
の
郡
山
遺
跡
・
囲
郭
集
落
か
ら
多
賀
城
お
よ
び
諸
城
柵
の
出
現
に
い
た
る
変
化
の
歴

史
的
意
義
を
論
じ
る
。
律
令
国
家
の
形
成
期
に
あ
た
る
七
世
紀
後
半
か
ら
多
賀
城
が
造
営
さ
れ
る
八
世
紀
前
葉
に
か
け
て
、
北
の
周
縁
地

域
で
郡
山
遺
跡
と
囲
郭
集
落
が
造
ら
れ
る
の
は
、
移
民
の
居
住
区
を
囲
い
込
ん
で
蝦
夷
と
の
境
界
を
創
出
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
。

そ
れ
が
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
に
よ
っ
て
支
配
体
制
の
行
き
詰
ま
り
が
顕
在
化
し
て
多
賀
城
が
造
営
さ
れ
る
と
と
も
に
、
囲
郭
集
落
は

城
柵
に
転
換
し
て
、
多
賀
城
・
城
柵
体
制
が
成
立
す
る
と
い
う
。
氏
自
身
の
境
界
論
の
立
場
か
ら
斬
新
な
問
題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
論
稿

と
い
え
よ
う
。

　

永
田
英
明
「
多
賀
城
創
建
と
辺
境
政
策
実
施
体
制
の
広
域
的
再
編
―
交
通
関
係
の
視
点
か
ら
―
」
は
、
多
賀
城
創
建
の
歴
史
的
意
義
を
、

新
た
な
辺
境
支
配
体
制
の
構
築
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
ま
ず
石
城
・
石
背
両
国
の
短
期
間
で
の
再
併
合
が
多
賀
城
の
創
建
と
連

動
し
た
政
策
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
出
羽
国
の
東
山
道
移
管
と
そ
れ
に
と
も
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
陸
奥
・
出
羽
間
の
駅
路
開
設

が
養
老
五
年
八
月
の
陸
奥
按
察
使
に
よ
る
出
羽
国
の
管
轄
と
連
動
し
た
政
策
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
、
こ
の
時
期
の
基
本
政
策
が
、
復
活

し
た
広
域
陸
奥
国
と
東
山
道
に
移
管
さ
れ
た
出
羽
国
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
辺
境
政
策
の
基
盤
と
し
て
そ
の
国
力
を
強
化
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
時
期
を
境
に
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
軍
事
的
基
盤
が
坂
東
諸
国
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
の
関
連
を

指
摘
す
る
。
交
通
史
研
究
の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
論
稿
と
い
え
よ
う
。

　

藤
木
海
「
考
古
学
か
ら
み
た
石
城
・
石
背
分
国
と
再
併
合
―
陸
奥
国
と
坂
東
の
官
衙
・
寺
院
造
営
か
ら
―
」
は
、
石
城
・
石
背
両
国
の

分
国
と
再
併
合
に
代
表
さ
れ
る
、
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
に
と
も
な
う
陸
奥
国
の
支
配
体
制
の
転
換
が
、
国
府
・
郡
衙
等
の
官
衙
や
寺

院
等
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
か
を
、
郡
山
遺
跡
Ⅰ
期
官
衙
お
よ
び
同
Ⅱ
期
官
衙
段
階
、
多
賀
城
創
建
段
階
に
分
け
て
検
討
し
た
論

考
。
陸
奥
国
内
の
郡
庁
は
、
郡
山
遺
跡
Ⅰ
期
官
衙
・
Ⅱ
期
官
衙
か
ら
多
賀
城
に
至
る
造
営
プ
ラ
ン
の
変
遷
の
影
響
を
受
け
、
そ
れ
ら
と
軌
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を
一
に
し
て
変
遷
す
る
こ
と
、
同
様
に
官
衙
・
寺
院
等
の
所
用
瓦
に
お
い
て
も
、
郡
山
遺
跡
・
多
賀
城
等
の
拠
点
的
な
官
衙
で
の
あ
り
方

を
モ
デ
ル
と
し
て
造
営
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
多
賀
城
創
建
前
後
の
変
化
と
し
て
、
瓦
倉
と
下
野
薬

師
寺
の
官
寺
化
を
取
り
上
げ
る
。
瓦
倉
が
陸
奥
国
に
や
や
遅
れ
て
多
賀
城
創
建
後
に
坂
東
に
広
が
る
こ
と
も
、
下
野
薬
師
寺
の
官
寺
化
が

養
老
六
年（
七
二
二
）ご
ろ
と
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
近
年
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
坂
東
の
蝦
夷
政
策
の
後
方
支
援
基
地
化
に

関
連
す
る
と
い
う
見
方
を
示
す
。
石
城
・
石
背
両
国
の
分
国
・
再
併
合
に
か
か
わ
る
考
古
学
、
お
よ
び
文
献
史
学
の
研
究
を
丹
念
に
紹
介
、

検
討
し
な
が
ら
、
現
段
階
の
研
究
成
果
を
総
括
し
た
貴
重
な
論
稿
で
あ
る
。

　

鈴
木
拓
也
「
多
賀
城
と
鎮
守
府
」
は
、
養
老
四
年（
七
二
〇
）の
陸
奥
の
蝦
夷
の
反
乱
を
契
機
と
し
て
多
方
面
か
ら
蝦
夷
支
配
の
強
化
策

が
と
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
多
賀
城
が
創
建
さ
れ
、
同
時
に
他
国
兵
か
ら
な
る
鎮
兵
制
も
創
始
さ
れ
て
、
そ
の
統
轄
機
関
と
し
て
鎮
守

府
が
置
か
れ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
平
安
初
期
に
い
た
る
鎮
守
府
官
制
の
変
遷
を
た
ど
り
、
そ
れ
が
鎮
兵
数
の
増
減
と
完
全
に
対
応
す
る
こ

と
を
改
め
て
指
摘
し
て
、
鎮
守
府
が
鎮
兵
の
統
率
機
関
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
ま
た
多
賀
城
跡
城
前
地
区
出
土
の
木
簡
や
書
陵
部

所
蔵
『
節
度
使
将
軍
補
任
例
』
な
ど
の
新
出
資
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
新
事
実
も
紹
介
す
る
。
最
後
に
、
近
年
の
日
唐
律
令
の
比
較
研
究
に

基
づ
く
研
究
を
取
り
上
げ
、
大
宝
律
令
制
定
当
時
は
西
海
道
を
中
心
と
す
る
国
土
防
衛
体
制
が
重
視
さ
れ
、
蝦
夷
に
対
し
て
は
通
常
の
軍

団
兵
士
制
で
対
処
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
に
よ
っ
て
大
き
く
認
識
が
変
わ
り
、
唐
の
鎮
・
戍
の
制
を

意
識
し
て
鎮
守
府
・
鎮
兵
体
制
が
し
か
れ
た
と
す
る
見
解
を
紹
介
す
る
。
鎮
守
府
・
鎮
兵
研
究
を
推
進
し
て
き
た
当
事
者
が
研
究
の
現
段

階
を
総
括
し
た
論
稿
で
あ
る
。

　

吉
田
歓
「
唐
代
鎮
・
戍
制
か
ら
見
た
多
賀
城
の
成
立
」
は
、
大
高
広
和
氏
の
研
究
を
継
承
し
な
が
ら
、
多
賀
城
の
成
立
に
よ
っ
て
刷
新

さ
れ
た
蝦
夷
支
配
に
唐
の
鎮
・
戍
制
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
を
検
討
す
る
。
大
高
氏
は
、
大
宝
令
制
で
は
、
唐
制
の
鎮
・
戍

制
が
西
海
道
に
、
都
護
府
制
が
東
北
地
方
・
越
後
方
面
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
が
、
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
に
よ
っ
て
、
唐
の
鎮
・
戍
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制
を
意
識
し
て
鎮
守
将
軍
以
下
の
鎮
官
・
鎮
兵
が
置
か
れ
る
と
し
た
。
吉
田
氏
は
、
こ
の
見
方
を
大
筋
で
認
め
な
が
ら
、
養
老
四
年
の
反

乱
後
は
防
御
面
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
、
鎮
・
戍
制
を
念
頭
に
お
い
て
鎮
官
・
鎮
兵
が
置
か
れ
た
が
、
当
初
は
国
司
が
鎮
官
を
兼
務
し
た

の
で
、
そ
の
運
営
は
国
郡
制
の
枠
組
み
の
な
か
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
点
に
日
本
の
独
自
性
が
表
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
養
老
四
年
の

反
乱
に
よ
っ
て
、
大
宝
令
制
当
初
の
制
度
設
計
が
変
更
さ
れ
て
鎮
官
・
鎮
兵
制
が
置
か
れ
た
と
す
る
点
は
興
味
深
い
指
摘
で
あ
ろ
う
。

　

堀
裕
「
多
賀
城
廃
寺
―
そ
の
創
建
期
と
郡
山
廃
寺
を
中
心
に
―
」
は
多
賀
城
廃
寺
・
郡
山
廃
寺
の
研
究
を
整
理
し
つ
つ
変
遷
や
伽
藍
配

置
、
宗
教
的
意
義
を
中
心
に
検
討
と
課
題
の
抽
出
を
お
こ
な
う
。
多
賀
城
廃
寺
で
は
政
庁
と
の
基
壇
の
相
違
か
ら
景
観
重
視
の
創
建
を
指

摘
、
意
見
が
分
か
れ
る
改
修
は
政
庁
第
Ⅳ
期
と
の
対
応
に
蓋
然
性
を
み
、
伽
藍
配
置
関
連
で
は
「
最
東
」
の
両
廃
寺
の
塔
に
倭
国
・
日
本

国
の
建
築
技
術
や
文
明
の
高
さ
、
国
府
の
所
在
を
示
す
景
観
上
の
意
義
を
捉
え
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
如
来
像
安
置
の
国
家
政
策
上
の
意
味

や
講
堂
の
尊
像
構
成
の
課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
両
寺
の
宗
教
的
な
意
義
を
ま
ず
は
政
府
に
よ
る
祖
先
祭
祀
の
振
興
と
尊
像
へ
の
誓
願
、

次
に
藤
原
宮
遷
都
時
の
諸
国
正
月
金
光
明
会
と
の
連
動
性
を
郡
山
Ⅱ
期
官
衙
・
廃
寺
に
指
摘
し
、
そ
の
後
の
政
策
維
持
を
担
っ
た
国
師
の

活
動
と
居
所
の
問
題
も
提
起
す
る
。
通
念
的
な
理
解
に
対
し
丁
寧
に
問
題
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
景
観
や
国
家
政
策
の
観
点
か
ら
新

風
を
吹
き
込
む
。

　

次
に
第
Ⅱ
部
、
熊
谷
公
男
「
多
賀
城
の
創
建
と
「
辺
郡
」
支
配
体
制
の
再
編
」
は
養
老
四
年
の
蝦
夷
の
反
乱
後
に
お
け
る
陸
奥
国
の
支

配
体
制
の
再
編
を
示
し
、
現
在
の
研
究
の
潮
流
を
生
ん
だ
同
氏
の
論
稿
を
、
近
年
の
研
究
成
果
を
加
え
て
再
論
す
る
。
養
老
四
年
の
反
乱

を
あ
ら
た
め
て
空
前
の
規
模
と
み
た
う
え
で
大
崎
地
方
に
お
け
る
新
た
な
支
配
体
制
の
構
築
の
本
格
的
な
開
始
を
神
亀
元
年
以
降
と
し
、

黒
川
以
北
十
郡
が
神
亀
末
年
ご
ろ
ま
で
に
成
立
、
城
柵
の
整
備
と
付
属
寺
院
の
造
営
は
そ
の
後
に
本
格
化
し
、
一
部
は
奥
羽
連
絡
路
開
削

の
時
期
に
か
か
る
場
合
も
あ
っ
た
と
す
る
。
多
賀
城
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
柵
戸
の
大
量
導
入
に
よ
る
支
配
強
化
策
に
反
発
し
た
蝦
夷
の

蜂
起
と
社
会
的
混
乱
に
端
を
発
す
る
新
国
府
の
造
営
で
、
奥
羽
両
国
の
連
携
を
強
め
た
蝦
夷
支
配
の
構
築
と
と
も
に
大
崎
・
牡
鹿
地
方
の
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郡
・
城
柵
の
整
備
に
よ
る
体
制
強
化
を
図
っ
た
と
み
る
。
研
究
の
潮
流
を
生
み
、
そ
の
後
の
成
果
を
加
え
た
内
容
は
現
在
の
研
究
の
到
達

点
を
示
す
。

　

髙
橋
誠
明
「
玉
造
柵
・
城
・
塞
に
つ
い
て
―
黒
川
以
北
十
郡
域
の
拠
点
城
柵
の
再
検
討
―
」
は
、
文
献
史
料
か
ら
玉
造
柵
・
城
を
同
一
、

玉
造
塞
を
別
の
施
設
と
み
た
う
え
で
、
名
生
館
官
衙
遺
跡
を
中
心
に
大
崎
地
方
西
部
の
城
柵
官
衙
遺
跡
の
概
要
と
変
遷
・
性
質
を
整
理
検

討
。
名
生
館
Ⅲ
期
と
南
小
林
遺
跡
Ⅱ
期
を
丹
取
郡
家
、
そ
れ
を
養
老
四
年
の
反
乱
後
に
再
編
し
た
名
生
館
Ⅳ
期
と
小
寺
・
杉
の
下
遺
跡
を

玉
造
柵
・
城
と
し
、
名
生
館
Ⅲ
・
Ⅳ
期
を
郡
家
や
郡
家
兼
柵
の
中
枢
、
南
小
林
Ⅱ
期
ほ
か
を
そ
れ
ら
の
正
倉
別
院
と
み
る
。
ま
た
、
桓
武

朝
の
征
夷
の
兵
站
基
地
と
し
て
名
生
館
Ⅳ
期
の
機
能
を
移
し
た
宮
沢
遺
跡
を
玉
造
塞
と
し
、
補
給
拠
点
は
引
き
続
き
小
寺
・
杉
の
下
遺
跡

が
担
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
ら
以
外
の
遺
跡
の
位
置
付
け
に
も
言
及
し
、
一
定
の
理
解
の
も
と
に
同
地
方
の
様
子
を
見
渡
せ
る
論
稿
。

　

佐
藤
敏
幸
「
多
賀
城
と
陸
奥
海
道
の
支
配
」
は
多
賀
城
以
北
の
海
道
地
域
で
調
査
が
進
展
し
た
赤
井
官
衙
遺
跡
に
つ
い
て
、
在
地
集
落

か
ら
牡
鹿
柵
・
郡
家
の
形
成
過
程
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
三
陸
沿
岸
地
域
の
湖
西
産
須
恵
器
、
高
脚
ス
カ
シ
付
高
杯
、
関
東
系
土
師
器

の
分
布
、
赤
井
官
衙
遺
跡
に
お
け
る
東
北
北
部
の
土
器
の
出
土
様
相
か
ら
蝦
夷
と
の
交
流
の
一
端
を
捉
え
る
。
ま
た
、
同
遺
跡
と
名
生
館

官
衙
遺
跡
を
相
似
た
成
立
・
形
成
過
程
を
も
つ
海
道
・
山
道
の
拠
点
と
指
摘
。
規
模
や
出
土
瓦
の
様
相
か
ら
国
家
は
黒
川
以
北
十
郡
の
城

柵
の
中
で
も
山
道
の
拠
点
を
重
視
し
た
と
し
つ
つ
も
、
と
も
に
養
老
・
神
亀
の
反
乱
後
の
多
賀
城
創
建
を
期
に
面
的
支
配
貫
徹
の
た
め
堅

固
で
荘
厳
な
城
柵
と
し
て
強
化
維
持
さ
れ
た
と
す
る
。
従
来
の
調
査
研
究
の
成
果
を
着
実
に
積
み
上
げ
た
好
論
。

　

菅
原
祥
夫
「
多
賀
城
創
建
と
陸
奥
南
部
の
製
鉄
」
は
、
多
賀
城
創
建
期
に
陸
奥
国
曰
理
・
宇
多
・
行
方
郡
な
ど
福
島
県
浜
通
り
北
部
か

ら
宮
城
県
に
か
け
た
東
日
本
最
大
級
の
製
鉄
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で
増
産
傾
向
が
み
え
な
い
事
象
を
検
討
。
製
鉄
技
術
の
系
譜
と
画
期
を
整
理

の
う
え
、
多
賀
城
創
建
瓦
窯
に
お
け
る
瓦
・
須
恵
器
生
産
の
一
体
性
、
宇
多
郡
須
恵
器
工
人
の
近
江
派
遣
に
よ
る
製
鉄
技
術
の
移
植
、
行

方
郡
の
製
鉄
と
創
建
瓦
窯
の
工
人
組
織
で
の
「
今
」
を
標
識
と
す
る
渡
来
系
技
術
者
集
団
の
存
在
な
ど
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
製
鉄
遺
跡
群
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と
創
建
瓦
窯
の
大
吉
山
窯
跡
と
の
木
炭
窯
の
類
似
か
ら
浜
通
り
北
部
の
製
鉄
工
人
の
創
建
瓦
窯
へ
の
派
遣
を
捉
え
る
。
造
瓦
活
動
へ
の
異

分
野
の
工
人
派
遣
・
参
画
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
多
様
か
つ
地
域
的
な
事
情
に
よ
る
負
担
を
示
唆
し
、
蝦
夷
政
策
に
お
け
る
後
方

支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
視
野
を
広
げ
る
珠
玉
の
論
稿
。

　

吉
野
武
「「
城
」
表
記
の
成
立
―
多
賀
城
と
宮
城
郡
―
」
は
、
律
令
、
公
的
な
名
称
に
お
け
る
城
・
柵
の
表
記
法
の
検
討
を
ふ
ま
え
な

が
ら
、
多
賀
城
・
宮
城
郡
の
名
称
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
。
律
令
で
は
「
柵
」
を
「
城
」
の
概
念
に
含
ま
せ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、

両
者
の
区
別
が
必
要
な
箇
所
で
は
「
柵
」
を
用
い
た
こ
と
、
ま
た
公
的
な
名
称
と
し
て
は
、
当
初
は
「
柵
」
で
あ
っ
た
の
が
、
天
平
宝
字

年
間
を
境
に
「
城
」
へ
と
変
化
す
る
が
、
そ
れ
は
城
柵
の
外
郭
施
設
が
、
多
賀
城
の
創
建
を
境
に
柵（
柵
木
列
）か
ら
築
地
へ
急
速
に
転
換

し
て
、「
城
」
の
実
態
が
備
わ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
と
す
る
。
ま
た
宮
城
郡
の
郡
名
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
城
柵
・
官
衙
に
ち
な
む
地

名
と
考
え
る
立
場
か
ら
、
多
賀
城
以
前
の
官
衙
遺
跡
で
あ
る
燕
沢
遺
跡
や
そ
の
南
の
宮
城
野
に
ち
な
む
ミ
ヤ
キ（
宮
木
）と
い
う
地
名
が
も

と
も
と
あ
っ
て
、
そ
れ
が
国
府
多
賀
城
の
創
建
に
と
も
な
っ
て
「
宮
城
」
と
表
記
さ
れ
て
郡
名
に
格
上
げ
さ
れ
た
と
考
え
る
。
現
在
の
県

名
で
も
あ
る
「
宮
城
」
の
起
源
を
重
層
的
、
段
階
的
に
考
え
た
注
目
す
べ
き
論
稿
で
あ
る
。

　

収
録
し
た
論
稿
の
紹
介
は
以
上
で
あ
る
。
各
論
稿
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
各
論
点
に
お
い
て
見
解
や
位
置
づ
け
が
異
な
る
場

合
も
な
お
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
が
そ
れ
ら
の
共
有
の
場
と
な
り
、
研
究
が
さ
ら
に
進
展
・
深
化
す
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　
　
　

二
〇
二
五
年
正
月
八
日
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